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要旨(Abstract) 

 近年,プラスチックの生成に用いられる石油の代替資源として,微生物の代謝によって合成される

プラスチックが注目されている.プラスチックは,ポリ 3-ヒドロキシ酪酸・P(3HB)などの構成する高

分子化合物の種類や数によって性質が決まる.単一な種類の成分で構成されるバイオマスプラスチッ

クは,室温下で二次結晶化し,脆化してしまうために日常生活で用いる製品には利用しづらい特徴を

持つ.そこで,これからのプラスチックのさらなる日常生活への実用化を鑑みては,それらのプラスチ

ックが「複数の成分で構成されていること」この条件を有することが必要不可欠である.プラスチッ

ク成分を生成する細菌が生息する環境とその種類について更に詳しく調べることが,諸条件を満たす

プラスチック成分の生成を行う細菌の発見につながり,バイオマスプラスチックの開発・発展に寄与

できると考えた.そこで,小黒河川を中心とした長野県伊那市内の河川を含めた様々な環境の土壌を

採取し,土壌中にいる細菌がプラスチック成分を生成しているかを調べた.結果,全てのサンプルか

ら,プラスチック成分を生成する細菌を見つけられたことから,水辺に固執せず同細菌は生息してい

ると考えられる.また,小黒川では全てのサンプルから,複数種類のプラスチック成分を発見すること

ができた.加えて,シュードモナス属,クリセオバクテリウム属などの細菌が複数種類のプラスチック

成分を生成していることが分かった. 
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1. はじめに 

 プラスチックは,私達の生活で欠かせない材

料の一つとなっている.このプラスチックが私

達の日常生活を豊かにする一方,日本では,年間

約 9400千トンのプラスチックがゴミとして排

出されるなど,現代社会の問題の一端を担って

いる.[1] 

 今日,プラスチックの原料である石油は,プラ

スチックなどの製造による二酸化炭素の排出

や,石油自体の枯渇が世界的な問題として懸念

されている.また,今日の日常生活で使われるプ

ラスチックは,自然界で分解されないため,マイ

クロプラスチックによる海洋汚染などの社会や

自然界,生態系に深刻且つ重大な影響を与えて

いる.石油の使用に関する問題点には,化学的,

生物的に合成することで得られる物質によって

生成されるバイオマスプラスチックを利用する

ことが解決策として挙げられる.またマイクロ

プラスチック問題に関する問題点には,微生物

の働きにより,分子レベルまで分解し,最終的に

は二酸化炭素と水となって自然界へと循環して

いくという性質を持つ生分解性プラスチックが

解決策として挙げられる.[2][3] 

 上記 2つのプラスチックの性質を合わせ持っ

た物質の一つとして,ポリヒドロキシアルカン

酸系のプラスチック成分がある.この成分は細

菌の代謝によって生成される貯蔵物質で,水と

二酸化炭素にまで分解されるという特徴を持

つ.よって,上記の成分を持つプラスチックが大

量生産できるようになり,実用化すれば,私達が

提示した現代社会の問題を同時に解決できると

考える. 

 現状,株式会社カネカ社のバイオポリマーな

ど,実用化に成功している例もあるが,数が少な

く,その要因として細菌から生成されるプラス

チックは単調なものが生成されやすく,剛直で

あるが結晶化が遅くガラス転移点が室温より低

いという特徴を持ち，室温で放置すると 2 次

結晶化を起こし固くなるため,加工に向かない

という特徴が挙げられる.[4][5] 

 単調なものに比べ,複数のプラスチック成分

で構成される物質は,柔らかい特徴を持つため,

「ペットボトル」のような日常的に使い捨てプ

ラスチックとして使われる製品には利用するこ

とができる.したがって,我々が日常生活で生物

由来の生分解性プラスチックを利用するにあた

っては,それが複数の成分で構成されているこ

とが望ましい.詳しいプラスチック成分につい

ては図 1に示す. 

 

 昨年のミニ課題研究より,これらの成分を生

成する化学合成細菌が土壌中にいることを知

った私達は①3HB 以外のプラスチックになり得

る成分を生成する細菌を見つけ,どのような場

図 1:プラスチック成分の構造式[5] 

3-ヒドロキシ酪酸は, 室温で結晶化するため,硬くてもろいという性質を持つ.[6] 

また,3-ヒドロキシバレリル酸,3-ヒドロキシヘキサン酸,3-ヒドロキシヘプタン酸は, 単体の①の成

分よりも融点が低く,物性は柔軟である物質を生成することができる.[7][8] 

3-ヒドロキシオクタン酸は,単体のポリマーを形成する.特徴について,先行研究では,「Psudomonas 

putidaのオクタン酸流加培養により得られた」と示されている. 

①：3-ヒドロキシ 

  酪酸 

  (3HB) 

②：3-ヒドロキシ 

  バレリル酸 

  (3HV) 

③：3-ヒドロキシ 

  ヘキサン酸 

  (3HHx) 

④：3-ヒドロキシ 

  へプタン酸 

  (3HHp) 

⑤：3-ヒドロキシ 

  オクタン酸 

  (3HO) 



6-3 

所にそういった細菌がいるのかを調べること

に決めた.この研究によって,①3HB 以外の成分

も含まれたより有用なプラスチックが生成さ

れる環境や細菌を判別でき,これからのプラス

チック生成に役立てることができると考える. 

 

2.研究の目的 

 複数のプラスチック成分を生成する細菌の種

類と当該細菌の生息域との関係を明らかにす

る. 

 

3.実験 1  

3-1 目的 

 本実験の目的とした,成分を生成する化学合

成細菌が昨年のミニ課題研究より,水辺の土壌

にいることが分かったため,私達は①3HB 以外

のプラスチック成分を生成する細菌を水辺の

土壌中から見つけ,どのような条件にそういっ

た細菌がいるのかを調べた.実験 1をすること

で,①3HB 以外の成分も含まれたより有用なプ

ラスチック成分を生成する細菌を発見し,これ

からのプラスチック生成に役立てることがで

きると考える. 

 

3-2 仮説 

 私達は水辺に絞り実験を行う上で,その生息

環境の比較が地点ごとに行いやすい水辺地域

である河川において実験を行うこととした. 

 複数の成分を生成するには,その成分を生成

する材料とその成分同士の結合のためのさら

に大きなエネルギーとが必要になる.したがっ

て,より豊富な栄養が堆積し,そこから大きな

エネルギーと多くの材料を得ることが可能な

場所の土壌サンプルから複数のプラスチック

成分を検出できると考える. 

 河川の栄養環境について比較したとき,流れ

の遅い場所の方が,速い場所に比べて,栄養が

堆積しやすいと考える.加えて,周囲の環境に

ついて,周囲に田畑のある環境は,農耕作に用

いる肥料を含んだ肥沃な土地を持ち,それらか

らもたらされる栄養が河川へ供給されると予

想できる.この点において,供給源の近さ故に

栄養が継続的に供給されやすい点と,もたらさ

れる栄養が長い距離の運搬を経ないために栄

養の量が相対的に多くなる点も考えられる.以

上のことより,河川に栄養をもたらし得る肥沃

な土地があること,流速が比較的遅いこと,上

記の 2つの要件を満たした環境,特に肥沃な土

地が近くにある環境が栄養豊富な場所である

と考えられる．そのため,近辺に田畑があり,

且つ比較的流速が緩やかな環境が最初に示し

たような大きなエネルギーを得られる環境に

近づくと予想する.したがって我々は周囲に田

畑があり,且つ比較的流速が緩やかな環境で採

取される細菌が複数のプラスチック成分を生

成すると仮説を立てる. 

 

3-3 調査地点について 

 採取場所は,天竜川の支流であり,長野県伊

那市西部に位置する小黒川で行った. 

 選定理由は,仮説に基づいて細菌採取場所の

環境を区分する際に,比較的それを行いやすか

ったためである. 

 仮説より,周囲の環境に注目して場所を分け

た.Site1・Site2・Site3の周辺は林,Site4・

Site5・Site6の周辺は田畑,Site7の周辺は市

図 2:実験 1土壌サンプル採取地点 

青い線は,長野県伊那市の西部を流れる河川である小黒川を示している.また,赤丸は実験 1で使用し

た土壌サンプルの採取地点を示す.Site2,3,4,5は,流れの速い地点と遅い地点の両方から採取した. 
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街地である.水の流れが遅い場所の方が栄養が

堆積しやすく,複数の成分からなるプラスチッ

ク成分を生成しやすくなるという仮説から,水

の流れがほとんどない池(Site8)でもサンプル

を採取することにした. 

3-4 実験方法 

 各環境の細菌がどのようなプラスチック成

分を生成したか明らかにするため,以下の手順

で調査を行った. 

 

3-4-1 土壌の採取 

 川底の土を 3cmほど掘り下げ,遠沈管で,土

壌部分を直接すくって土壌サンプルを採取し

た. 

同時に,紐をつけたペットボトルが 1mを動い

た時間によって河川の流れの速さを計測し,加

えて気温・水温・位置情報も記録した. 

 

3-4-2 培地の生成 

 乳糖ブイヨン JP'栄研'(局方対応処方)・寒

天・ナイルレッドを用いた寒天培地と,乳糖ブ

イヨンを使用した液体培地を用いて実験を行

った.寒天は 1000mlあたり 15g使用した. 

 なお,ナイルレッドとは,親油性の染料で,紫

外線に反応して赤い光を発する試薬であり

[10], 

プラスチック成分の有無を確認するために用

いた. 

 

3-4-3 細菌の培養  

 3-3-1で採取した土壌 10gを滅菌水 30mlと

混ぜたものをろ紙を用いてろ過し,100μl ずつ

培地に播いた.この時,ポジティブコントロー

ル用の細菌も同時に播き,30℃のインキュベー

ターで 4日間培養した.培養後,培地を紫外線

に当て,ナイルレッドの蛍光を観察できたもの

を液体培地に入れて,振とう培養器を用いて,3

日間 90～100rpmで 30℃を保ちながら培養し

た. 

 

3-4-4 水分量の測定 

 3-3-3で使用した土壌の余りを乾燥させ,乾

燥させる前の質量の何%を水分が占めていたか

で調査した. 

 

表 1:実験 1における土壌採取地点に関するデータ 

実験 1においての土壌を採取した地点に関するデータを示す.水分量は,採取した土壌を乾燥させ後

日体積と質量から計測したものである.また,速度は,実地計測したが Site5,8 では流れがほとんどな

かったため,速度は計測不可となっている. 

気温
〔℃〕

水温
〔℃〕

速度
〔mm/s〕

水深
〔mm〕

水分量
〔％〕

N 35.8312021 E 137.7876834 15.1 9.3 44.6 69.5 11.7

N 35.8394 E 137.9061 17.1 11.7 571 95.00 13.5

N 35.8395 E 137.9062 17.1 11.8 165 40.00 10.3

N 35.836301 E 137.919855 20.8 12.6 362 116 18.4

N 35.836302 E 137.919856 20.8 15.8 計測不可 37.00 10.3

N 35.8293461 E 137.9441562 19.3 14.3 53.9 73.00 19.5

N 35.825789 E 137.949915 20.2 15.1 48.2 60.00 17.5

N 35.8407 E 137.8922 15.2 11.7 計測不可 257 44.6

St5（大坊遅）

St6（イチハラ）

St7（合流地点）

経度緯度

St8（鳩ヶ池）

St1（キャンプ）

St2（小屋敷速）

St3（小屋敷遅）

St4（大坊速）
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3-4-5 成分分析  

 液体クロマトグラフィーを用いて,生成され

たプラスチック成分を調べた. 

 液体クロマトグラフィーで使用したカラム

は Waters XBridge™(4.6×150mm,C18 3.5μｍ) 

を使用した.抽出液はアセトニトリル 8% と 

0.025%硫酸 92%で作成し,50分かけてアセトニ

トリルの濃度を高めアセトニトリルが 8%か

ら,100%になるように 60℃で 1ml/minでカラ

ムに流した.検出には,波長の長さが 220nmの

UV検出器を用いた.[11][12] 

 コントロールとして,同じ条件で培養したメ

チロバクテリウムを使用した.物質量によって

分離したため,断定はできないが,特定のピー

クで出現した物質は,全てプラスチック成分で

あるとする. 

 

3-5 結果 

3-5-1 土壌採取場所について 

 各 Siteの気温・水温・速度・水深・水分量

を計測し,表 1に示す.水深は,河川の水面から

土壌までの深さを表す. Site2・Site4では,他

の場所に比べて,流れが速く,Site2における流

れの速さが 1 番速い.水分量については,Site8

が最も多かった. 

 

3-5-2 寒天培地から単離した細菌 

 各培地から図 3のように紫外線に反応して

赤く光った細菌を発見することができた. 

 また,Site7では,共に発光する黄色と白色の

細菌が発見されたため,別々に単離して培養す

ることにした.赤丸の部分は,液体培地に投入

したコロニーを示している.  

 

3-5-3 液体クロマトグラフィーの結果 

 表 2に示されるように,全ての Siteにおい

て,今回の研究で目的としたプラスチック成分

が検出された.コントロールであるメチロバク

テリウムを除く全ての Site において,プラスチ

ック成分が 2種類以上検出された.特に,Site2

では,④3HHp,Site6 では⑤3HO などの他の Site

では検出されなかった,複雑な成分も検出され

た.各 siteで検出された成分を種類ごとの割合

で示した表を表 3に示す. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 3:ナイルレッドによる蛍光 

図中の赤丸で示したように蛍光したコロニ

ーはプラスチック成分を生成している. 

図 4:合流地点で採取した土壌サンプルを

培養したプレート 

図中に示した赤丸のコロニーを合流地点黄

と名付け培養した. 
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表 3より,Site2,Site7,Site8 においては①3HB

ではなく,②3HV,⑤3HO などのより複雑な成分

が全体の割合の多くを占めていた. 

 

3-6 考察 

すべての Siteでプラスチック成分を生成す

る細菌を確認できたことから,河川,池の場所に

関係なく水辺にはプラスチック成分を生成する

細菌がいることが示唆される.仮説では,流速が

遅い場所の細菌が複数のプラスチック成分を生

成すると考えたが,今回の実験においては,規則

性などを見出すことができなかった.一方,どの

サンプルからもプラスチック成分を 2種類以上

検出したため,今回河川や池で採取した細菌は

①3HB のみを生成する細菌よりも有用なプラス

チック成分を生成することが分かった.他の

Siteの多くで①3HB が割合の大半を占めるのに

対し,Site2や Site7 では,②3HV や⑤3HO のよ

うな複雑な成分が,半数以上の割合を占めてい

る.これらは,Site2や Site7に私たちの求める

理想的なプラスチック成分を生成する細菌がい

る可能性を示す. 

 

4.実験 2 

4-1 目的 

実験 1で採取した細菌の種の同定を目指し

た.細菌の種を同定することは,本実験の題意

である細菌とその生成するプラスチック成分

及び環境に関する包括的な関係をより鮮明と

することを可能とし,本実験の成果並びに考察

作成の段階において,一定量の効果を発揮しう

るものである. 

 

表 2:液体クロマトグラフィー結果 

乳糖ブイヨン液体培地で培養させた各 Siteの土壌に生息している細菌のプラスチック成分の量を

示す.①～⑤は,図 1で示したプラスチック成分を示す. 

①3HB ②3HV ③3HHx ④3HHp ⑤3HO

St1（キャンプ） 77989 31733

St2（小屋敷速） 137325 276904 10706 271572

St3（小屋敷遅） 190850 30988 1202

St4（大坊速） 74206 54886

St5（大坊遅） 72232 45429 4847

St6（イチハラ） 110618 71789 8315 5432

St7（合流地点白） 28987 28239

St7（合流地点黄） 31253 104638

St8（鳩ヶ池） 201994 270481

メチロバクテリウム 481453

図 5:合流地点で採取した土壌サンプルを培

養したプレート 

図中で示した赤丸のコロニーを合流地点白

と名付け培養した. 
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4-2 実験方法 

 冷凍保存してあった細菌を,再度実験 1で作

成したものと同じ乳糖ブイヨン寒天培地で 

繁殖させ単離した.PCR法を用いて 16S rRNA領

域の配列を,DNAを増幅させ,シーケンスを行っ

た. 

 PCR法は, Taq DNA Polymerase 2X Master 

Mix RED 25ml,プライマー 2ml,水 23mlを用い

て,95℃で 1分を 1サイクル,95℃で 30

秒,58℃で 30 秒,72度で 1分を 30サイク

ル,72℃で 5分を 1サイクルの 3ステップで行

った.使用したプライマーについては表 4に示

す.シーケンスは株式会社マクロジェン・ジャ

パンにシーケンスを委託し,GenBankデータと

比較し,種同定を行った. 

 

 今回の実験では,細菌を再度培養することが

できた実験 1 における Site2(小屋敷

速),Site6(イチハラフーズ前),Site7(合流地

点黄)のサンプルについてのみ実験を行った. 

 

 

 

4-3 結果 

 Site2(小屋敷速),Site6(イチハラフーズ

前),Site7(合流地点黄)のサンプル内の細菌の

配列を特定できた.本実験の DNA解析の配列結

果と GenBankの DNA配列データとの比較によ

り,一番近いその属を推定し,表 5に示す. 

 データの上では,Site6の細菌に関しては,細

菌の単離ができず,複数の細菌の DNA配列が検

出されたため,細菌の属名について一種に絞っ

て推定することはできなかった.Site7に関し

てはクリセオバクテリウム属,Site2に関して

はシュードモナス属とそれぞれ推定される. 

 

4-4 考察 

 Site6において細菌が混在してしまった理由

としては,乳糖ブイヨン寒天培地での繁殖段階

で特定の細菌の単離が上手くいかなかったこと

が考えられる.液体クロマトグラフィーの結果

と合わせると,Site2 に生息するシュードモナ

ス属の細菌は,表 2より

表 3:液体クロマトグラフィー結果(割合) 

表 1で示した細菌が有すプラスチック成分の量の成分ごとの割合を示す.①～⑤は,図 1で示すプラ

スチック成分を示す. 

①3HB ②3HV ③3HHx ④3HHp ⑤3HO

St1（キャンプ） 71.00% 29.00%

St2（小屋敷速） 19.70% 39.80% 1.50% 39.00%

St3（小屋敷遅） 85.60% 13.90% 0.50%

St4（大坊速） 57.50% 42.50%

St5（大坊遅） 59.00% 37.10% 4.00%

St6（イチハラ） 56.40% 36.60% 4.20% 2.80%

St7（合流地点白） 50.70% 49.30%

St7（合流地点黄） 23.00% 77.00%

St8（鳩ヶ池） 42.80% 57.20%

メチロバクテリウム 100.00%

プライマー DNA配列 量
8F AGAGTTTGATCCTGGCTCAG 1ml
1492R TACGGYTACCTTGTTACGACTT(Y:CとTが1対1) 1ml

表 4:PCR法で使用したプライマー 

推定される細菌の属名
Site2 Pseudomonas  sp. (シュードモナス属)

Pseudomonas  sp. (シュードモナス属)
Klebsiella  sp. (クレブシエラ属)
Rahnella  sp. (ラーネラ属)

Site7 Chryseobacterium  sp. (クリセオバクテリウム属)

Site6

表 5:DNA解析結果から推定される細菌の属

名 
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①3HB,②3HV,③3HHx⑤3HO を生成していること

が分かる. 

 また,クリセオバクテリウム属の細菌は

①3HB,②3HV を生成してと考えられる.これら

の複雑な成分を生成する細菌に着目すること

は,同細菌の生成する成分を利用した加工しや

すく,分解される生物由来のプラスチックの生

成とその実用化につながると考え,今後①3HB

よりも複雑な成分を複数もつプラスチックの実

用化を目的として研究を続けるにあたり,上記

の属を特定した細菌を利用することは目的を満

たし得ると考える. 

 

5.実験 3 

5-1 目的 

  実験 1の結果は,プラスチック成分を生成

する細菌の生息環境に関して,我々が昨年のミ

ニ課題研究より得た情報との一致が確認でき

るものであり,河川,池にプラスチック成分を

生成する細菌が生息していた.しかし,河川,池

に代表される水辺区域とは異なる環境下での

プラスチック成分を生成する細菌の生息の有

無については依然として判明していない. 

 そこで河川,池以外の環境も含んだ地点を対

象とした調査を行い, 河川,池以外の環境に生

息している細菌がプラスチック成分を生成す

るか明らかにしたいと考えた. 

 

5-2 仮説 

 水辺にいる細菌から,プラスチック成分を生

成する細菌が見つかるという情報から,実験 1

を始めたため,河川や池よりも水分が少ない陸

上からは,生物由来のプラスチック成分を生成

する細菌は発見できないのではないかと考え

た. 

 

5-3 調査場所について 

 上記の通り,水辺も含め,様々な環境を調査

対象とした.環境については,植生の遷移を参

考に大まかに河川・陰樹林・陽樹林・荒原・

草原・竹林の 6つとし,長野県伊那市内で,12

か所の土壌サンプルを採取した.SiteC,Dは実

験 1の土壌サンプル採取場所の小黒川である. 

 小黒川,三峰川,藤沢川はいずれも天竜川の

支流である. 

 詳しい地点情報については図 6と表 6の緯

度,経度,環境に示した通りである. 

 

5-4  実験方法 

 液体培地での培養を除いて 3-4と同様の方

法で実験を行った. 

 

図 6:実験 3 土壌サンプル採取地点 

実験 3で使用した土壌の採取地点は長野県伊那市内であり,赤丸は土壌サンプルの採取地点を示す. 
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5-4-1 土壌の採取 

 採取地点で土を 3cmほど掘り下げ,遠沈管

で,土壌部分を直接すくって土壌サンプルを採

取した. 

 同時に,河川では紐をつけたペットボトルが

1mを動いた時間によって河川の流れの速さを

計測した.加えて気温・水温・位置情報も記録

した. 

 

5-4-2 培地の生成 

 乳糖ブイヨン JP'栄研'(局方対応処方)・寒

天・ナイルレッドを用いた寒天培地と,乳糖ブ

イヨンを使用した液体培地を用いて実験を行

った.寒天は 1000mlあたり 15g使用した. 

 なお,ナイルレッドとは,親油性の染料で,紫

外線に反応して赤い光を発する試薬であり

[10], 

プラスチック成分の有無を確認するために用

いた. 

 

5-4-3 細菌の培養 

 5-4-1で採取した土壌 10gを滅菌水 30mlと

混ぜたものをろ紙を用いてろ過し,100μl ずつ

培地に播き,30℃のインキュベーターで 4日間

培養した.培養後,培地を紫外線に当て,光った

菌を観察した. 

 

5-4-4 水分量の測定 

 5-4-1で使用した土壌の余りを乾燥させ,乾

燥させる前の質量の何%を水分が占めていたか

を調査した. 

 

5-4-5  pH測定方法 

 乾土 1:蒸留水 2.5 の割合の懸濁液を作り,そ

の懸濁液をろ過して,pHテスター(HI 98103S,

ハンナインスツルメンツ・ジャパン株式会社)

を用いて,ろ過した液体の pHを計測した.[13] 

 

5-5 結果 

5-5-1 土壌採取場所について 

 荒原と区別した環境において,水分量が最も

少なかったが,その他の Site内での比較にお

いては,目立った差が確認できなかった. 

 また,表 4より,計測した土壌 pHデータにつ

いて,各 Siteはその pHの値により,ⒶpH5.40

〜pH5.90とⒷpH6.20〜pH6.40の 2つのグルー

プに分けられた.Ⓐグループは弱酸性区域,Ⓑ

グループは中性区域にそれぞれ包括される.以

表 6:実験 3における土壌採取地点に関するデータ 

実験 3において土壌を採取した地点に関するデータを示す.深さ,速度の項目については,河川独自

の評価項目であるため,河川以外の地点については,斜線をもって示す. 

環境
気温

〔℃〕
地温

〔℃〕
速度

〔mm/s〕
深さ

〔mm〕
水分量
〔％〕

pH

N 35.8250239 E 137.9622762 河川 5.70 4.70 93.70 170.0 16.9 6.40

N 35.7928535 E 137.9441948 河川 4.80 4.50 228.0 70.00 15.6 5.90

N 35.8293461 E 137.9441562 河川 8.20 5.60 45.20 128.0 26.0 5.90

N 35.8394 E 137.9061 河川 11.7 4.70 250.0 99.00 16.4 5.80

N 35.839896 E 137.970242 陽樹林 2.30 3.00 19.1 5.40

N 35.8376385 E 137.947638 陽樹林 11.8 6.70 27.8 5.30

N 35.8393648 E 137.9059331 陰樹林 12.3 6.30 35.2 5.70

N 35.8474928 E 137.9618555 竹林 14.2 9.00 23.0 5.50

N 35.8474628 E 137.9618555 草原 14.1 4.70 32.7 6.20

N 35.8474628 E 137.9618555 草原 13.1 6.80 16.0 6.20

N 35.8250239 E 137.9622762 荒原 5.40 3.90 1.64 6.40

N 35.8474928 E 137.9618555 荒原 13.9 12.3 5.06 6.40

経度緯度

StI（ゴミステ裏）

StJ（生物部畑）

StK（河川敷）

StL（校庭）

StH（竹林）

StF（春日公園）

StG（小屋敷林）

StD（小屋敷橋）

StE（伊那公園）

StB（藤沢川）

StC（イチハラ）

StA（三峰川）
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上のことより,本実験において採取した各 Site

の土壌は弱酸性土壌と中性土壌の 2つに大別

された. 

  

5-5-2 ナイルレッドでの蛍光 

 全ての土壌サンプルでナイルレッドへの反応

による蛍光が確認できた. 

ナイルレッドに反応し,蛍光を発するコロニー

の特徴にバリエーションが見られた. 

 

5-6   考察 

 pHの値に関して,弱酸性,中性に分けられる

ものの,値の間に大きな差は認められず,値の

存在範囲には一定程度のまとまりを確認した. 

全ての土壌サンプルでナイルレッドへの反

応を確認できたことから,今回採取した環境に

おいては,仮説において予想した採取場所が水

辺であることと生物由来のプラスチック成分

を生成する細菌の当該土壌への生息の可否は

関係がないと考える.加えて,実験 1と合わせ

て,プラスチック成分を作る細菌は,河川・池

固有のものではないと考える.  

また,今回計測した採取地点のデータについて,

生息条件との関連を見出すことはできなかっ

た. 

 

6.結論 

 生息域と細菌の種類の関係については私達

が今実験で設定した条件においては,その関連

性を認めることができなかった. 

 しかし,実験 1から,すべての河川,池におい

て,本研究の目的であるプラスチック成分を生

成する細菌を,土壌を採取したすべての地点で

発見することできた.加えて,実験 3よりプラ

スチック成分を生成する細菌を河川・池以外

の陸上地点においても発見することができた.

これらの実験により,プラスチック成分を生成

する細菌は水辺を生息域とすることに固執せ

ず様々な場所に生息していることが分かった. 

 また,実験 2では,本研究で提示した理想的

なプラスチックに必要な複数のプラスチック

成分を生成する細菌として,シュードモナス

属,クリセオバクテリウム属などの菌を池,河

川から発見することができた.特にシュードモ

ナス属の細菌に関してはより複数の成分を生

成しており私たちの求めるプラスチック製品

の実用化に際してはより有用であると考える.

これらの細菌にこれから注目し,よりコストが

かからず大量にプラスチックを製造する方法

を探すことにも合わせて取り組むことにより,

研究の動機によって提示した,石油の使用やマ

イクロプラスチック問題などの課題を解決す

ることに繋がると考える. 

   

7.今後の展望 

 河川の環境とその河川に生息する細菌が生

成するプラスチック成分との関係を明らかに

すること,河川以外の場所に生息する細菌の生

成するプラスチック成分の分析,土壌成分の分

析などに関する実験を実施できなかった.これ

らを行うことで,より実用的な複数のプラスチ

ック成分を生成する細菌の選別とその細菌が

生息する環境条件の特定,採取段階のさらなる

効率化を図ることが可能となると考えられる.

結果的にバイオプラスチックの日常生活への

さらなる拡充につながるため,プラスチックな

どの製造による二酸化炭素の排出や,石油自体

の枯渇,マイクロプラスチック問題について解

決することに繋がると確信し,私達はこれを今

後の展望とする. 
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